旅に学ぶ - 宮本常一の旅学 - by 立平 進 & Susumu TATEHIRA
１　はじめに
旅をして一生を終えた民俗学者がいた。宮本
常一のことである。「旅する巨人」（佐野眞一）
と呼んだ人もいた１）。
筆者は、宮本常一の晩年しか知らない。昭和
５０年ころから日本民具学会の創立以後のことで
ある。
最後まで耳に残っている言葉がある。「明日
から中国へ行く」ということであった。東京の
日本青年館で第５回日本民具学会が開催された
時のことである。昭和５５年９月１３日のことで、
大会運営委員長が宮本常一であった。
宮本常一のことであるから旅はいつものこと
だと思っていたが、中国への旅は最初のことで
あったらしい。体調が悪かったとは後で聞いた
話である。これが最後の旅になった。
その後、筆者は宮本常一の郷里である周防大
島へ墓参りに行き、遺族からお話を伺ったが、
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要　旨
旅をして一生を終えた民俗学者がいた。宮本常一のことである。
　宮本常一最初の旅は、『民俗学の旅』に記されている。「汽車に乗ったら窓から外をよく見よ」と、父
親から教えられている。田や畑に何が植えられているか、村の家が大きいか小さいか。素通りでも注意
すると得るものがあるということを。
宮本常一最後の旅は中国旅行であった。
・桂林へ、上から多少写真を撮ったんです。
・上空から、そのとき、上海、北京の間の華北の平野を見おろす機会をもったんです。あそこで条里制
といいますか、口分田の制度ができましたのは、―略―それを目のあたりにすることができて、大変
驚いたんです。
　民俗学者らしく、実際に現地でそれを見て、感じとっているのである。しかも飛行機の窓よりに座っ
てのことであろうと思われる。「汽車に乗ったら窓から外をよく見よ」これは、父親の教えの第１番に当
たるものである。宮本常一の旅の態度として、終生これは貫かれたものと思われる。
民俗学のフィールドワークに欠かせない手法として、次のようなことが行なわれている。
・「あるく（歩く）」は、もちろん徒歩である。徒歩で歩きながら、モノを見考えるのである。
・「みる（見る）」は、徒歩で歩きながら、その速さで周囲を見るのである。歩く速さというのが、もっ
ともモノがよく見えると考えられる。
・「きく（聞く）」は、しかる後に疑問に思ったことを聞くのである。見ただけでは分からないことを聞
くのである。
このような民俗学のフィールドワークの考え方が、新しい観光学と共通するものがあり、本稿ではそ
れを考察したものである。
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そのことは、長い間そのままになっていた。
宮本常一ほど日本をよく知った民俗学者はい
なかったのではないかと思う。日本の隅々まで
人が住んで生活していることを証明した人であ
る。それを自分の足で歩いて確かめたのである
から。
最近、『宮本常一　写真・日記集成』（毎日新
聞社）が出版され、戦後の詳細な動きが明らか
になった。
その旅について、生涯貫いた考え方があった
のではないかと思う節があり、本稿を草した。
これについては、観光学的な立場からも充分学
ぶべきものがあると考えられることによる。
また、かねてより宮本常一の旅を考えてみた
いと思っていたこともある。素朴に、「旅とは
何か」ということである。
その全域があまりにも膨大であるため、数々
の見方と考え方があるかもしれないが、筆者の
見方は、些細なものでしかないと思われる。
２　宮本常一最初の旅
筆者は、宮本常一の最初の旅のことは、よく
知らない。『民俗学の旅』などから得たもので
ある２）。
これは宮本常一の旅の心得として終生変わら
ぬものとなり、我々にとっても民俗学の着眼点
とすることができるものである。それが次のよ
うに、十項目にまとめられている。
　父親・宮本善十郎の教え
宮本常一が郷里を離れたのは、大正１２年４月
のことである。旅好きの父親から教えられた十
項目である。
　
（要　約）
１　汽車に乗ったら窓から外をよく見よ。
田や畑に何が植えられているか、村の家が大
きいか小さいか。
素通りでも注意すると得るものがあるという
ことであり、見ようと努めると見えてくるもの
である。家の大小はその土地の経済状態を知る
ことになるからであり、一般的には見聞を広め
るということであろう。まず視覚から、しかる
後に聞くということになる。旅の目的の一つが
集約されているといえる。好奇心を持つことで
あるが、もっとも基本的なことである。
　
２　村でも町でも新しく訪ねていったところで
は、必ず高いところへ登って見よ。
その土地を俯瞰して、あるいは鳥瞰してか、
土地の全体的な把握をしておくことが大切であ
るという。これは地理的景観を最初につかむこ
とが土地の情況を知ることにつながるとしたも
のである。土地の人の話を聞く時に、土地の状
況を少しも知らないで話を聞くことはできない
からである。
　
３　金があったら、その土地の名物や料理を食
べておくのがよい。
土地の特色を知るのは、食べ物がいちばんと
いうことかもしれないが、これが現地に触れる
というこになる。実体験の始まりである。やや
研究的にいうと食文化調査ということになる。
どのようなものを食べているのかということを
知ることは、生活文化の実態を知ることの基本
であるといえる。この場合、決して贅沢な美食
をというのではないと思う。
　
４　時間のゆとりかあったら、できるだけ歩い
てみることだ。
町並を見て町の造りを体験することである。
現地に触れるということの実践で、その土地に
は生活のリズムみたいなものがあり、その流れ
に知るということが大切なことと思われる。裏
通りには以外な発見があるかもしれないのであ
る。
　
５　金というものは儲けるのはそんなにむずか
しくない。しかし使うのがむずかしい。
なかなか難しい教訓である。金儲けは難しい
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のであるが、使う方が難しいといっているので
ある。効果的に使えということかもしれないの
であるが、このことによって現地に触れること
にもなる。土地の人々の感情や経済状態を知る
こともできるからかもしれない。
　
６　身体は大切にせよ。３０歳をすぎたら親のあ
ることを思い出せ。
旅する者のすべての心得として、いつも心に
あるものはふる里である。これは帰巣本能みた
いなものであるかもしれないが、常にふる里へ
回帰しながら旅をする姿が人ではなかっただろ
うか、と理解するものである。また３０歳で親の
あることを思うとは、やや早すぎるとも考えら
れるが、家のあることを忘れるなということで
もあろう。
　
７　何かの折に郷里に戻って来い。親はいつで
も待っている。
ふる里は暖かいとこであるかもしれないが、
それは親がいるからであり、必ずしもすべてが
その言葉どうりにはいかないかもしれないし、
親の恩は忘れるということかもしれない。民俗
学的には、そこが出発点ということもいえる。
　
８　これから先は子が親に孝行する時代ではな
い。親が子に孝行する時代だ。
ここに至ってはなかなかその真意を理解する
までには至らないが、人が人として一人前とし
て認めることをいっているのかもしれない。対
人認知と思われる。その後の福沢諭吉や小泉信
三などの考え方に似ている。
　
９　自分でよいと思ったことはやってみよ。
自分の行動には責任を持つという意味から、
自分の自信となり、糧となるように、自らの道
を切り開くことである。
　
１０　人の見のこしたものを見るようにせよ。
そのなかにいつも大事なものがあるはずだ。
まるで民俗学のような視点である。そして旅学
に共通したものであるといえる。視点を変え、
自分なりの見方を持つということになる。
　
一つひとつが旅する者の視点であり、それが
旅学であり、まさに、民俗学で教えるフィール
ドワークの基本のような気がするものである。
また、筆者など観光学の一分化となる分野を研
究の一つの課題としている者にとって、たいへ
ん参考になるものである。
モノは見ようとしなければ見えないもので、
そのモノを見るための着眼点として、このよう
な見方が必要であると考える。
それは研究分野の枠組みを越えて、いずれの
分野でも同じことがいえるものである。
３　宮本常一最後の旅
宮本常一は、ある人の言葉を借りると、日本
全土を３回から４回分も回ったのではないかと
いうほど自分の足でよく歩いている人である。
一生を旅に暮らした人でもある。その旅は、決
して楽な旅ではなかったはずで壮絶であったと
も推測される。
そしてその都度、父親から教えられた十項目
について、最後までそれを実践したともいえる
のであった。
宮本常一は、昭和５５年９月１４日から９月２４日
まで中国旅行をしている。これが最後の旅で
あったと思われる。
筆者は、その前日の日本民具学会で、「明日か
ら中国だ」という話を直接聞いていた。よほど
本人は期待していたのではないかと、今となっ
ては思い起こされる一齣であった。
その中から幾つかを、本稿のテーマと関連し
て、関係部分を拾い出した３）。
出典は、神崎宣武がまとめた「中国の船」
（『あるく みる きく』No. １７４）による。
　
・桂林へ
上から多少写真を撮ったんです。
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・上空から
そのとき、上海、北京の間の華北の平野を見
おろす機会をもったんです。あそこで条里制と
いいますか、口分田の制度ができましたのは、
―略―
それを目のあたりにすることができて、大変
驚いたんです。
　
実に民俗学者らしく、実際に現地でそれを見
て、感じとっているのである。しかも飛行機の
窓よりに座ってのことであろうと思われる。
　「１　汽車に乗ったら窓から外をよく見よ。」 
これは、父親の教えの第１番に当たるもので
はないか。汽車が飛行機に替わるだけで、窓の
外を見ながら土地を知っていくという観察は、
おそらく宮本常一の旅の態度として、終生これ
は貫かれたものと思われる。
・汽車の窓
その翌日は桂林から南寧まで汽車で行ったん
です。―略―
それまでの風景に教えられることが無数にあっ
たのに、写真に撮ってないんですね。やはり、
こちらはいい写真を撮るのが目的でははないん
だから、どんなに障害があっても、こだわらず
に撮ることが大事なんですね。
　
このように記すところは、まったく、写真を
記憶代わりにとっていくという手法で、見える
ものから学んでいく姿が自然に出ている部分で
ある。これが証拠にもなるものであり、民俗学
研究者のフィールドワークには欠かせない態度
といえる。それにも増して、中国での車窓は、
宮本常一にとって興味深かったものと推察され
る。
　
・岩壁の絵
その絵の写真を見たんですが、北九州に絵を
ともなった古墳が沢山あります。珍敷塚である
とか王塚であるとか。その古墳の絵と描き方か
ら何からそっくりなんです。人物は手をこんな
に広げたように描いてあるし、鳥がおる、船が
ある。そういうものが日本の古墳のものとほと
んど同じだということは、やっぱり驚きで、あ
れだけでも一度行って見てくる必要があると
思ったんです。
　
この旅の目的は、表題のとおり、船を見るこ
とであったかもしれないが、視野は広く、見た
ものから興味は尽きないという好奇心に溢れた
ものであったと思われる。ここでは日本文化の
起源に関する予察ともいえる見聞をしているの
である。
　
当時、宮本常一は日本文化の起源について、
論究することが多くなっていた。考古学的な知
見においても多くの発言がある４）。
いずれにしても持つものが多くなければこの
ような着眼はできないのであるが、旅を重ねる
ことによって、それが積み重なって経験的な知
識として反応しているともいえる。宮本常一に
しかできないことであるかもしれないが、旅に
学ぶ者として、このような態度は貴重である。
また、「一度行って見てくる必要がある」と、
現地で実感することの大切さもうかがわれるも
のである。
さらに多くのことを引用できるが、この文章
の末尾に次のようなことが記されている。
「文化の伝播、形成は」についての問い掛けに
対してである。
　「壁の造り方も　もう一つ、昆明を歩いてお
りましたら、日本と同じような土塀の家にぶつ
かったんです。土塀の、その土が落ちてしまっ
たところを見たら、やっぱりコマイをしている
んです。日本の土塀は、竹でコマイを編んでそ
れへ土をつけていく。それと同じものを昆明で
見たんです。―略―
　たとえば朝鮮の済州島なんかでも同じよう
に、コマイを組んで、土の中へはワラを切って
いれて、むこうではカヤですが、それをはりつ
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けていく。済州島ではそれをスセといっており
ますね。（日本ではスサ）そういうやり方がず
うっと中国の南部へとつながるんではないだろ
うか。」と記される。
　
かって、このような視点から、文化の伝播に
ついて論じたものがあったであろうか、いくら
でもテーマの設定ができることを教えている。
技術の伝播など民俗学者ならではの見方考え方
であろう。そしてこれこそがフィールドワーク
の賜である。最初に記した旅の始まりがすべて
の起点となっているものである。旅の始まりが
生涯続いたことになる。
４　宮本常一の旅
宮本常一の最初と最後の旅を見ることによっ
て、宮本常一の生き方を少しは知ることができ
ると思われるが、民俗学の一つの在り方を示し
ているものとも思われる。
しかも最初の出郷の旅の教えが生涯貫かれて
いたものと理解したい。それが旅する者の基本
的な態度であり、民俗学の旅において実践され
たと思われるものである。
宮本常一が指導した、近畿日本ツーリストの
観光文化研究所では、機関紙、『あるく みる き
く』という雑誌を刊行してきた。これが民俗学
の基本となる「旅人の学」を体現するもので
あったと筆者は考えている。
民俗学のフィールドワークに欠かせない手法
であるといえる。
　
「あるく（歩く）」は、もちろん徒歩である。
徒歩で歩きながら、モノを見考えるのである。
「みる（見る）」は、徒歩で歩きながら、その
速さで周囲を見るのである。歩く速さというの
が、もっともモノがよく見えると考えられる。
「きく（聞く）」は、しかる後に疑問に思った
ことを聞くのである。見ただけでは分からない
ことを聞くのである。聞くことによって理解を
深めることができるからである。
一見簡単そうに見えるが、なかなか難しい。
一番難しいのは、人との対話である。心をサラ
にして掛からなければならない。意気込んでも
いけないし、平常心で、そこには肩書きや家柄
富裕の別など、すべて無にしてかからなければ
ならないことになる。
最終的には、人の人格さえ問われることにも
なるのである。
これが、旅する者のすべての基本となる心得
であって、民俗学の調査でも同じである。
　旅の目的
なぜ宮本常一は旅を続けたのか、これが一つ
の目的である。
旅の途中で、あるいはその向こう側に、何か
見えていたものがあったのかもしれないと思わ
れる。それが何であったのか、筆者には具体的
にできないが、日本人の何かが、日本文化の何
かが、チラチラと垣間見えていたのではなかっ
たのかと想像する。
それを具体的にしようとしたのではないか、
そのため旅を続けていったのではないかとおも
う。旅をすることによって考え方が淘汰されて
いく。その都度、これは書いておかねばならな
いと思うことが度々あったであろうと思う。
心が弾んだ気持で旅にでるのではなく、気の
重い旅もたくさんあったであろうと思う。行か
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写真１　「あるく みる きく」展示スナップ（周防大
島文化交流センターで）
ねばならないと気を奮い立たせて行くことも
あったであろう。そのような時、なぜ旅に出な
ければならないのかとさえ考えたかもしれな
い。
　
（民俗学研究の転機）
幾つかの転機があったものと思われる。人生
の前半と後半で、特に後半について、二つの例
で考えてみた。
一つは、武蔵野美術大学に勤務して、「大学で
はモノ（造形物）を扱わなければならないんだ
よ」（本人談）と言っていたことによる。
武蔵野美術大学は昭和４０年から専任教授とな
り、昭和５２年に退職している。
昭和５０年、有賀喜左衛門代表で宮本常一・木
下忠・河岡武春らが中心となって日本民具学会
を立ち上げている。この活動と直接つながるも
のであったと見られる。
これより早くから渋沢敬三との関係と日本常
民文化研究所に所属していたのであるから当然
ではあるが、より具体的になったことは確かで
ある。
基本的にモノを見る目が変わってきたという
こともある。より具体的になったということに
なる。
もう一つは、旅に関する積極的な関わりとい
うのか、近畿日本ツーリストの観光文化研究所
の所長に就任してからと思われる。
観光という視点から見ることになったという
ことである。
これは昭和４１年からである。自らが創始した
観光文化研究所を昭和５６年まで、所長を務めて
いる。
その間の事情は、『観文研二十三年のあゆみ』
に詳しく報告されている５）。
　心に残った言葉
筆者が知っている宮本常一について、ここで
記したい。筆者の心に残ったものである。
　
筆者は、平成２年２月、山口県大島郡東和町
を訪ねた。一本釣り漁師の足跡を訪ねて行った
時のことである。
宮本常一先生のお墓参りをして、沖家室島を
訪ねた。宮本家には奥様のアサ子氏がご健在で
あった。先生のお話をいろいろとお伺いした。
そして１５年後になるが、平成１７年７月、再び
周防大島を訪ねた。アサ子氏は９３歳になられる
ということであったがご健在であった。一回り
小さくなられたような気がした。いつも畑に出
ておられるということであったが、その日は午
前中に少し雨が降ったこともあり自宅におられ
た。
ここでは近親者の声をもとに考えた。むしろ
肉声とでも言いたいものである。一つひとつが
切れ切れでつながりはない。羅列である。
　
・私の人生は、血のにじむような努力もしたの
だと語っていたという。
・一生の内、結婚して、十四年間一緒にいたで
しょうかネ（アサ子氏談）。
・あなたのようにあっちこっちへと動いて一生
を終わったのでしょうかと（アサ子氏談、筆者
は、とうていその比ではないと申しあげた。）・
一番に先頭をきってというのか、民具学会の会
費を納入された姿が思い出される（国学院久我
山高校で）。その時の話であるが、「何か、日本
民俗学会の発会時のようだ」と話された。
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写真２　生家近くの下田八幡宮
・長崎県には今は行きたくないなどと話してい
た原因について、当時の知事との確執があった
のかもしれない。
・あす中国へ行く、といっていた宮本常一には
何か覚悟のようなものが感じられた（第５回日
本民具学会にて）。
・筆者は、昭和５６年１月３０日夜、沖縄で宮本常
一の死を上江州均氏から聞いた。
・後、周防大島の資料館で対馬の調査ノートを
見ると、きれいな字で正確にきちんと書かれて
いる。こんなものだろうか、速くたくさん書か
ねばならない時、こんなにできるのだろうか。
・郷土の偉人として、隣近所の人々は宮本常一
のことをよく知っていたのであるが、その本当
の意味を知る人は少ないだろうと思った。
・大学人としてはどうであっただろうか。武蔵
野美術大学で教授の職にあった時、「民具を考
えなければ、ここでは通らないのだ」と。
・対馬の満山釣と宮本常一は、渋沢敬三以来の
深いつながりがあった。筆者は、『対馬の釣鉤
製作習俗』（文化庁文化財保護部、１９９４）を刊
行した６）。
　周防大島文化交流センター
筆者は、平成１７年７月３０日、周防大島を訪ね
た。宮本常一の郷里にその業績を記念して資料
館ができたためである。周防大島文化交流セン
ターといい、同センターの向かって左側が資料
館で右側が図書館である。宮本常一の蔵書は資
料館の中に治められていた。
ちょうどその時は「宮本常一の見た離島」と
いうテーマで、企画展示が行なわれていた。
パネル展示として、「宮本常一の仲間たち・
米安晟」「宮本常一の目・昭和３０年代の日本」
「写真でつづる宮本常一」などのコーナーが設
けられていた。
そこで見たもの、旅の道具であった。小さな
ケースの中に展示されていた。宮本常一が旅の
時に持ち歩く持ち物が小さな（のぞき）ガラス
ケースに展示されていた。
それを羅列になるが、次にあげる。
　「宮本常一愛用の遺品」と表示されていた。
　
水筒・メガネ・電気カミソリ・そろばん
虫メガネ・カメラ（CANON ハーフサイズ）
糊（YAMATO）・糸と針・爪切り
採集ノート・手帳・ペン・マーカー
『風土記』（岩波文庫）
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写真３　周防大島文化交流センター
写真４　旅の愛用品（必需品）
『万葉集』（岩波文庫）
お守り（西宮神社他５枚）・黒い袋
　
これらを黒い袋（下げ袋）に入れて、持ち歩
いていたのである。
５　旅の民俗学
民俗学の旅の位置付けとしては、柳田国男の
『青年と学問』や『民間伝承論』の中で丁寧に
説明されている７）。
柳田国男が『民間伝承論』の中で「三分類」
として提案しているものをとりあげたい。
「すなわちまず目に映ずる資料を第一部とし、
耳に聞える言語資料を第二部に置き、最も微妙
な心意感覚に訴えて始めて理解できるものを第
三部に入れるのである。」と記す。
そして柳田国男は次のように整理している。
　
・見物（通りすがり）―旅人の学
これを「体碑」といい、見るだけの立場のこ
とである。現地を体感することはできるが、通
りすがりの見聞ということになる。
　「目に映じ、生活に現われる点から、有形文
化とも生活技術誌あるいは生活諸相ともいい得
る。」と説明する。
　
・滞在（住み込み）―寄寓者の学
これを「口碑」といい、民俗学では滞在調査
にあたる。短期滞在である。また、行事等があ
る場合に滞在して見学するということになる。
　「言語芸術あるいは口承文芸のすべてを網羅
する。これは目の学問とは違い、土地にある程
度まで滞在して、其の土地の言語に通じなけれ
ば理解できない部門である。」と説明する。
　
・同化（長期滞在）―同郷の学
これを「心碑」といい、長期に住み込んで、
村の人々と同化した状態でその土地を理解する
ということになる。また、何度でも訪れて定点
観測ということにも理解できる。
　「いわゆる俗信なども含まれており、これは
同郷人・同国人でなければ理解のできぬ部分で、
自分が郷土の意義の根本はここにあるとしてい
るところのものである。」と説明する。
　
旅学もまたこのような経過をたどるものと思
われる。だんだんに深化していくものである。
　今日の旅学は、柳田国男が記したような通り
すがりの学だけではなくなっているが、それで
も改めてこのような考え方は、今日でも通用す
るものである。
　
（旅学としての民俗学）
旅は、民俗学にとってたいへん重要な要素で
ある。民俗学のフィールドワークというのは、
そのすべてが旅であるともいえる。
それを旅の歴史に照らしあわせてみると、単
に目的地への往来だけをするのではなく、いろ
いろなところへ行き、見聞したものを別の人々
へ知らせるという目的を持つことにより、旅を
目的とする文化が育ってくる。これが結構評判
でその関係が成立する時期があった。
最初は、江戸時代に始まるが、今日の民俗学
の先駆けといえるものである。
　菅江真澄や鈴木牧之
旅学の最初は、江戸時代の菅江真澄や鈴木牧
之に始まるものと思われる。
それ以前にも、旅の記録を記したものは多い
が、菅江真澄や鈴木牧之のそれとは趣を異にす
るものである。
旅についてだけであるならば古くから記され
ものがたくさんある。『万葉集』の中にも旅人
の心情を歌ったものが数多く見られる。そのよ
うなものではなく、旅の記録として信頼される
ものや、各地の土地の事情をも知ることができ
るものとなると意義は異なってくるのである。
また、古くは『土佐日記』（９３４～９３５）など
紀行文と呼ばれる文学的背景を持つものなども
旅学のためには貴重な記録となる。
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江戸時代になると、紀行文学が盛んになる時
期がある。松尾芭蕉の『奥の細道』『野ざらし
紀行』などである。
しかし、旅学という時は、これともやや趣を
ことにするのである。菅江真澄や鈴木牧之の旅
の意図するところとは異なったものであった。
目的が、民俗学のためにと記されているもの
ではないが、明らかに研究のためであったと判
断されるものである。
菅江真澄（１７５４～１８２９）について、次のよう
に紹介できる。
江戸時代後期の旅行家、民俗学者、本名白井
秀雄、三河の出身、国学・和歌などを江戸で学
ぶ。３０歳で旅をはじめ、秋田角館で亡くなるま
で、半世紀にわたって信濃・東北・北海道を旅
して、土地の生活など記録にとどめた。
今日『広辞苑』などの略歴には、民俗学者と
記されている。
　「田舎の人々の生活と心意を正確に、より多
く実体験で捉えようとしたもの」内田武志・宮
本常一編『菅江真澄全集』（未来社）という。
　「其処に滞りて、かれに問ひ、これに尋ね」（菅
江真澄「水の面影」）のように、北国の人々の
ありのままの生活を雑記帳に詳細に具体的に書
き留めていったものである。
この一文からも分かるように、今日の民俗学
の調査と少しも変わるものではないと評価され
ている。民俗学のフィールドワークそのもので
あるといえるのである。また、今日観光学で教
えている教材としても充分使えるものである。
鈴木牧之もまた同じように位置付けが可能で
ある。
鈴木牧之（１７７０～１８４２）について、次のよう
な略歴がある。
江戸時代後期の旅行家、本名弥太郎から儀三
郎、越後塩沢の人。質屋、縮の仲買い商人の家
に生まれる。江戸の文芸など諸芸に通ずる。
『秋山記行』（１８２８）『北越雪譜』（１８４５）は代
表作で、現地に止まり、生活風俗を調査記録し
たもので、実に今日の民俗誌である。
菅江真澄や鈴木牧之は、まさに今日でいうと
ころの民俗学者であったのである。
　民俗学の創始者柳田国男、宮本常一
次の世代が、柳田国男や折口信夫であろう。
民俗学として認識したことによる。実施の方法
如何によるが、それが採訪として位置付けられ
ている。
旅については、柳田国男は『青年と学問』で
熱心に説いている８）。
　「旅行と歴史　青年の旅」と題して、大正十三
年に栃木中学校で講演したものの筆記である。
　「私は十七八の年から旅行が好きで、今まで
にずいぶんいろいろの処をあるいている。
―略―
まず第一に、何のためにそう旅行をするかと
いう問題であるが、これが簡単なようで実は考
えてみないとちょっと答えにくい問題である。
―略―
　こうしてごたごたと乗り合せている人の中
に、本当の旅行者という者が果してどのくらい
いるのであろうかということを、自分などはし
ばしば考えてみる。―略―
　彼等は実は旅人ではないのである。」
これだけでは何を言っているのか分からない
が、柳田国男は旅に対しては特別な考え方を
持っていたと考えられる。そして「旅行が面白
いものになったのは、ほんの近年からのことで
ある。」と記している。
柳田国男（１８７５～１９３５）について、明治８年
兵庫県神崎郡に生まれる（松岡家）。明治３３年柳
田家の養嗣子となる。明治４１年３４歳九州旅行で
『後狩詞記』となる狩りの話を聞く。この時は
宮内庁書記官の身分で視察旅行であった。大正
８年（１９１９）貴族院書記官長の職を辞任、本格
的長期の旅が多くなる。昭和１０年（１９３５）頃、
日本民俗学を確立する。国内各地に民俗学採訪
の旅を行う。昭和３７年８８歳で死去。
柳田国男は、明治時代の終わり頃から、昭和
２８年頃まで約４０年以上にわたって旅を続けてい
旅に学ぶ―宮本常一の旅学―
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る。
さらに宮本常一の世代となる。宮本常一の旅
と柳田国男の旅はかなり異なったものと思われ
る。同じ民俗学でありながら、むしろ本質的に
違うというのが大方の意見である。しかし世代
のある部分では重なっている。
宮本常一については、次のように記したい。
明治４０年（１９０７）、山口県大島郡家室西方村に生
まれる。昭和４年（１９２９）大阪府天王寺師範学
校専攻科卒業。小学校教育に従事する。昭和９
年はじめて柳田国男に面会する。昭和１４年渋沢
敬三のアチックミューゼアムの研究員となる
（上京）。その後数々の調査研究歴を積み重ねて
いく。昭和４０年（１９６５）武蔵野美術大学教授、
民俗学・生活史などを講義する。昭和４２年『あ
るくみるきく』を創刊する。昭和５０年、主に
なって日本民具学会を設立する。昭和５６年、病
を得て、東京府中病院で死去。
　
（主要著作）
『家郷の訓』（１９４３、三国書房）
『村里を行く』（１９４３、三国書房）
『忘れられた日本人』（１９６０、未来社）
『日本の離島』（１９６０、未来社）
『日本民衆史』（１９６２～９３、全７巻、未来社）
『私の日本地図』（１９６７～７６、全１５巻、同友館）
『旅人たちの歴史』（１９８０～８４、全３巻、未来社）
『日本文化の形成』（１９８１、全３巻、そしえて）
『宮本常一著作集』（１９６７～、４４巻　別集２、刊
行中、未来社）等である。
超人的な著作の数々である。これを旅の合間
に書いていたのである。どうしてこんなことが
できたのかと考えさせられてしまう。
宮本常一にとって、旅は主要なテーマであっ
たことが著作からも分かる。
　
最後に、本稿の表題については、宮本常一が
記した言葉によるものである。
　「父にとっては旅が師であったかと思う。そ
して私を旅に出させることにしたのも旅に学ば
せるためであったと思っている」と記す部分か
らである。その「旅に学ばせる」からとったも
のである。（『民俗学の旅』４０頁２））
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